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第
四
○
回
通
常
総
会
が
、
五
月
一
日
に

寿
宴
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

正
組
合
員
三
一
一
一
六
名
（
本
人
二
八
○
名
、

代
理
五
六
名
）
が
出
席
し
、
午
前
十
時
十

五
分
五
百
木
参
事
が
開
会
の
宣
一
一
一
一
百
を
行
い

組
合
員
綱
領
朗
唱
後
、
児
玉
組
合
長
の
開

会
挨
拶
が
行
な
わ
れ
、
六
十
一
年
度
の
事

業
概
要
を
報
告
し
、
紺
合
貝
に
特
別
配
当

を
行
な
え
る
決
算
が
出
来
た
こ
と
に
対
し

組
合
員
の
ご
協
力
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、

併
せ
て
六
十
二
年
度
の
事
業
方
針
を
述
べ

農
業
情
勢
一
段
と
厳
し
さ
を
増
す
中
で
、

組
合
員
の
英
知
結
集
に
一
層
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
て
挨
拶
を
終
る
。
続
い
て
来
賓

祝
辞
の
あ
と
、
東
俣
落
の
遠
藤
幸
吉
さ
ん

が
議
長
に
選
任
苔
れ
議
事
に
入
っ
た
。

組
合
員
か
ら
の
意
見
で
は
、
生
乳
生
産

調
整
に
関
す
る
問
題
、
執
打
者
と
し
て
の

至
誠
等
、
現
今
の
厳
し
い
情
勢
を
反
映
し

た
意
見
が
多
く
、
建
設
的
な
意
見
の
中
で

全
議
案
原
案
ど
う
り
決
定
し
、
役
員
の
任

期
満
了
に
伴
う
選
挙
で
は
、
届
出
者
が
定｢、

数
に
つ
き
無
投
票
で
次
の
と
う
り
決
定
し
ま
し

た
。理
事
、
久
我
良
夫
、
斉
藤
哲
雄
、
旧
川
健
、

山
本
雪
信
、
鈴
木
祥
幹
、
瀧
ヶ
平
義
明
、
児
玉

光
彦
、
竹
下
日
吉
、
騰
見
拳
、
秋
山
政
雄
、
佐

々
木
政
行
、
計
十
一
名
。

監
事
、
岡
部
実
、
白
田
慶
和
、
佐
藤
栽
康
、

計
三
名
。 》 蝿



農協だ(３ よ 、
昭和62年５月ｌＯＥ

揺
れ
る
議
場
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー

改
正
に
議
論
白
熱
〃

四
月
二
十
四
日
、
第
十
両
同
農

協
酷
対
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、

活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
．

今
後
の
乳
価
運
動
や
消
識
拡
人
運

動
の
よ
り
強
力
な
推
進
、
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
改
正
に
対
す
る
意
見
か
多

く
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
の
使
途

に
つ
い
て
は
支
部
等
で
十
二
分
に

検
討
し
て
い
た
だ
き
、
奇
抜
な
ア

イ
デ
ィ
ア
が
出
さ
れ
る
事
を
期
待

し
ま
す
灸

そ
の
他
も
涌
発
な
意
見
が
出
て

お
り
ま
し
た
が
紙
面
の
郁
合
上
省

略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

別
記
議
案
の
全
件
を
瓜
樂
通
り
承

認
ざ
れ
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

、
議
案
〉

第
一
号

昭
和
六
十
一
年
度
事
業
報
告
並

び
に
収
支
決
算
の
承
認
に
つ
い
て
。

第
二
号

昭
和
バ
ー
｜
｜
年
度
事
業
計
両
帖

ぴ
に
収
支
予
算
の
設
定
に
つ
い
て

酪
対
通
常
総
会
が
開
催
き
れ
た

第
十
五
回
中
標
津
町
農
協

第
三
号

昭
和
六
十
二
年
度
会
費
の
徴
収

に
つ
い
て
。

口
乳
量
割
１
受
託
販
売
乳
最
一

埴
当
り
七
銭
。

毎
Ｈ
乳
代
支
払
時
に
乳
代
よ
り

徴
収
。

②
肉
牛
・
育
成
牛
割
－
－
戸
当

り
三
Ｆ
円
（
生
乳
出
荷
は
除
く
）

徴
収
は
十
二
月
に
組
勘
よ
り
。

第
四
号

役
員
の
選
出
及
び
任
期
に
つ
い

て
。

規
約
第
八
条
に
よ
り
、
会
長
一
名
、

副
会
躍
二
名
、
監
事
三
名
。

蕊沽圃没協箭対翼滞緯会

保碧論

昭和62年度中標津町農協酩対収支予算害

収入支出
区分６１年度額６２年度予算額｜傭者区分６１年度額'62年度予算領liM］ 考

４．４４６．８６５ 63,550×７銭4.448.500 889,578 旅費｜］当750.OOC1.000.00〔】
会禰 会議秘

(Ｓ－２Ｉ１】 その他経賛250ＰＯＣ
学校給食 地区酪刈’

約3.000人×３．３

400ＤＯＣ 86.80Ｃ 乳価連動等550.000 
運動Ｙ１ｉ

補助金

その他69,345］0,234利息]0,234 農迩500.000

線Ｉ睡余 1,345,4261,778f２６６６]年｣聾繰越令 支部活赫

858,000(286×3,000】

青年部

橘動ＹＨ ２，０５５，７０Ｃ 2,408ＤＯＣ へルパー５０，０００

牛乳消費拡大100,000
梢賀拡大特別委劉会活動樹 押弓】

300.00Ｃ 

その池600.000

酪農協会63.550×1.６銭

負111金 ]，０２１．２９２ 2.016.80Ｃ 1,016,800 

学校給食1.000.000

子 YＹ ３Ｃ 

ｎＲ月

OOC 

37C 

662 
-

637 

20Ｃ 

ＯＯＣ 計 ５ 8６１ ＲＲＦ 

■
■
 637 

｜←『同000 6 ４ 

例
年
各
支
部
持
ち
回
り
で

開
催
し
て
居
り
ま
す
が
、
今

年
は
、
開
陽
支
部
担
当
と
な

り
ま
し
た
。
当
日
は
、
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
約
七
卜
名
の
参

加
者
が
有
り
、
乳
牛
に
お
け

る
機
能
と
、
形
態
の
関
係
を

ど
の
よ
う
に
決
め
る
か
、
あ

る
い
は
乳
生
廠
の
能
力
の
測

定
法
等
に
つ
い
て
、
熱
心
な

討
議
が
さ
れ
ま
し
た
．

乳
牛
改
良
同
志
会
（
会
長

佐
藤
鉱
）
は
四
月
二
十
一

日
、
開
陽
、
桜
井
寿
夫
牧
場

に
於
い
て
、
家
畜
改
良
事
業

団
道
東
事
業
所
、
遠
藤
指
導

主
任
を
講
師
に
招
き
、
バ
ー

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し

ま
し
た
。

｣ 

収入 支出

区分 年度額 62年度乎算綱 備考 区分 61年}斐額 62年度予算領 liMi零

会ｉＲ
４， 446,865 ４，４４８，５００ 63､550×7銭

<３～２jK〉
会議秘

889.578 １，０()<》､COO 旅費ｉ；当7501000

その他経賛250,<)<)<）
学校給食

補助金

400,000 地ｌＺ酪刈

誰１３．０(}(〕人×３．３
運動職

6.800 550.000 乳|､運動等

その山'１ｐｕユ

繰越金

69,345 

：刺３４５，４２６

弓０'２３４

１，７７８縊２６６

利息1０．２３４

6]年度繰越金

鋲動ｉｉＨ

負｜ｕ金

:子ｌ１Ｗｉ賀

2,055,700 

弓】０２１，２９２

30,000 

2,408,000 

2.016,800 

662.2()0 

農述500,000

文部活動

858,0()()<286×3,000） 

子』了年部

ヘルパ・‐５０，０００

'１菖乳消費拡大ユO(>,000

消費拡大特別委費会活動謎

300,000 

その他600,000

酪農協会

学校給食

.550×上.6銭

1,016,800 

000.000 

計 ５，８６１，６３６ 6,637,000 ロ． ４`083.370 6,637薊000
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|】g和62年５月１０日
第
三
十
九
回

若
さ
を
発
揮
、

活
発
な
活
動
を
期
待

前
年
の
成
果
を
基
に
、
さ
ら
に

充
実
を
目
指
す
た
め

Ⅲ
学
習
研
究
活
動
の
強
化

②
部
員
相
互
の
連
帯

③
農
協
機
能
の
強
化

側
関
連
団
体
事
業
へ
の
参
加

を
軸
に
活
動
を
展
開

等
を
計
画
目
標
に
掲
げ
る
。

四
月
１
八
日
、
第
三
十
九
回
中

標
津
町
農
協
青
年
部
通
常
総
会
が

農
協
大
会
議
室
に
て
、
部
員
二

農
協
青
年
部
通
常
総
会
一

て
こ

第
三
号

昭
和
六
十
二
年
度
事
業
計
画
並

び
に
収
支
予
算
の
設
定
に
つ
い
て
．

昭
和
六
十
二
年
度
役
員
は
次
の

と
お
り
で
す
。

部
長
藤
井
美
智
夫
（
第
二
俣
落
）

副
部
長
国
見
正
則
（
開
陽
）

〃
相
沢
進
司
（
侯
藩
）

会
計
山
本
優
文
（
武
佐
）

監
事
長
渕
重
樹
（
中
標
津
）

綴

幹監麦

畑
作
部
会
長

乳
牛
飼
養
部
会
長

〃部 〃〃〃〃P。'' 〃

事班長

北
川
誠
摘
（
俵
橋
）

遠
藤
弘
一
（
当
幌
）

上
村
康
広
（
侯
蕗
）

武
田
泉
｛
第
二
俣
落
）

赤
堀
将
に
（
開
陽
〉

児
玉
光
一
（
武
佐
）

飯
島
渋
く
当
幌
）

名
越
優
（
俵
橋
）

武
田
淳
志
（
侯
藩
）

国
光
達
夫
（
第
二
俣
落
・
｝

村
井
博
之
（
開
陽
）

し
原
安
浩
（
武
佐
）

佐
藤
敏
（
中
標
津
）

工
藤
賢
司
（
武
此
）

縢
原
腎
司
（
僕
藩
）

６Ｆヘ

農
澆
｜
鶏
済
鱗
一
ら

長
期
共
済
推
進

日
程
の
お
知
ら
せ

「

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

農
繁
期
を
迎
え
何
か
と
お
忙
し
い

二
と
と
存
じ
ｆ
げ
ま
す
。

日
頃
、
農
協
の
共
済
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
．
組
合
員
智
様
の
営
農
と
御
家

族
の
生
活
を
守
る
た
め
に
必
要
な

人
に
、
必
要
な
種
類
の
共
枡
を
、

必
要
な
保
障
額
ま
で
を
計
面
的
に

推
進
を
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
本
年
度
も
五
月
二
十
六
口
か

ら
Ⅲ
Ⅱ
間
の
日
稗
で
各
組
合
員
宅

を
訪
問
い
た
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
ご
協
力
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
”

が’

つ<霧 生涯にわたって､あなたの安llljlをお約束
L 
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昭和61年度乳牛(初妊牛）
府県別販売頭数調(６，

乳牛販売頭数Ｌ353頭

北海道

194頭､4.1～62.3.31】

※乳牛111〔売頭数1,353頭(前年比102.1％)販売高5億68,258千円(前年比
110.2％)の実績となりました。厚くお礼申し上げます。
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冨
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広
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一
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壷
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昭和61年度事し用雄牛飼養頭数調(61.4.1～62.3.31）
昭和61年度肉牛生産センターの乳用雄牛飼養状況は下記の通りです。
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０
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万5１知っておき

根
室
税
務
署

の矢ﾛ識

四
月
二
Ⅱ
第
三
十
Ⅲ
回
通
常

総
会
が
農
協
大
会
議
素
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

来
賞
の
方
々
の
御
祝
辞
を
い
た

だ
き
議
事
に
入
り
、
今
後
の
婦
人

部
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
柄
発

に
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
．

今
年
の
婦
人
部
活
動
の
璽
点
目

標
は
「
組
織
強
化
の
推
進
」
「
生

活
の
改
善
の
推
進
し
「
梢
賀
拡
人

連
動
の
積
極
的
な
推
進
」
の
三
つ

を
柱
に
活
動
を
進
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

特
に
組
織
強
化
に
つ
い
て
は
、

婦
人
部
全
戸
川
人
を
め
ざ
し
未
加

入
者
へ
の
呼
び
か
け
や
、
瞬
菜
栽

培
講
習
会
、
自
家
生
産
物
を
快
つ

た
料
理
講
習
会
等
の
実
施
に
よ
り
』

農
家
の
特
性
を
生
か
し
た
生
活
の

税
に
不
服
の
あ
る
と
き
は

税
務
署
長
が
行
っ
た
更
正
や
決

定
あ
る
い
は
財
産
の
差
押
え
な
ど

の
処
分
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、

そ
の
処
分
の
通
知
を
受
け
た
翌
日

か
ら
ニ
カ
Ｈ
以
内
に
税
務
署
長
に

対
し
て
「
異
議
申
立
て
」
を
す
乃

二
と
が
で
き
ま
す
。

４Ｆ、

見
直
し
、
ま
た
、
農
協
ス
ト
ァ
ー

を
利
用
し
て
消
費
譜
に
牛
乳
料
理

を
Ｐ
Ｒ
す
る
場
を
も
う
け
る
。
さ

ら
に
は
農
協
青
年
部
と
共
に
、
上

両
ﾛ 

ﾛU 

や
か
い
も
祭
り
や
冬
ま
つ
り
に
参

加
す
る
な
ど
牛
乳
消
費
拡
大
に
協

力
し
、
一
）
の
き
び
し
い
農
業
情
勢

を
乗
り
切
る
た
め
私
達
婦
人
は
婦

な
お
、
青
色
巾
告
を
し
て
い
る

方
が
更
正
を
受
け
た
場
合
で
、
そ

の
更
正
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、

異
議
Ⅲ
立
て
を
経
な
い
で
、
更
疋

の
通
知
を
受
け
た
Ｈ
の
翌
日
か
ら

二
カ
月
以
内
に
「
審
査
請
求
」
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
審
査
請
求
を
受
け
る
国
税

不
服
審
判
所
は
、
国
税
局
や
税
務

常総会
開く艀 FＪｉｉ 

人
部
に
結
集
し
頑
銀
っ
て
い
く
猟

を
決
し
総
会
を
終
了
致
し
ま
し
た
。

尚
、
新
役
員
と
し
て
次

の
方
々
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。

部
長遠
藤
春
子

副
部
長

杉
本
桂
予

署
か
ら
独
立
し
た
第
三
祈
的
な
ェ

場
で
納
税
者
の
正
当
な
権
利
や
利

益
を
救
済
す
る
機
関
で
、
専
問
的

な
知
識
と
豊
富
な
経
験
を
持
っ
た

国
税
審
判
官
が
公
正
な
立
場
で
審

理
を
し
、
納
税
者
の
不
服
を
解
決

す
る
と
一
一
ろ
で
す
．

▼
札
幌
国
税
不
服
審
判
所

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
十
丁
日

若’ＩｉＩｆ会

松ポ朧Ⅷ矢攪艤事」Ｅ計
、会藤野路原
長
幸け燈八ト
い‐世

｢．卜子栄ク

(f~、

一K．

１１ 
￥腕

ズミ

朧＝

（
電
話
○
一
一
’
’
一
三
一

－
几
一
一
二
一
）

H１ 

１
二

ク

鼠曇一…署

知っておきたい

の矢ﾛ識
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しはにもま＃llI〔利くつわ統い
鹸たＩ)ヨノｋこ’ししまｊ|］てたアれいは＿|上
近。揃えの分てたたし野のイてて、海
は荷てよで閲噴水て山でズいお先道
、にいうは韮は州いに、入まり住の
[１１とるなあ作、かま’ｋ’'''１はす、の人
菜つ食｝L；’）．堆冬らしえ物農’かアと
もてべ、まもののたて性耕なイ［|」
デ犬ら」卯（せ辛厳開゜いの技
パの拠町んくし拓る食術“諾

忠るやで、ざ折ドlIT料かい族付
トみ械谷し食仁が物はなとかき
ので物地迄物も人をすかぃら合

／生活竈j屋~惠、
自然のめぐみ

山菜
Ｕ墾室地Z:鐸塗普型iノ

野
菜
売
り
場
に
陳
列
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
野
山
に
行
か
な
く
て
も

ほ
と
ん
ど
一
年
中
ワ
ラ
ビ
フ
キ

な
ど
か
手
に
入
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

し
か
し
、
山
菜
は
食
べ
る
だ
け

で
な
く
、
門
然
に
親
し
み
、
季
節

を
味
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
必
要
以
上
多
請
に
採

っ
て
無
汰
に
せ
ず
、
味
の
よ
い
旬

に
必
要
堂
だ
け
採
り
、
お
ふ
く
ろ

の
味
．
祖
母
の
作
っ
た
な
つ
か
し

い
味
を
楽
し
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

ニ
ー
ー
ノ

（
「
ｊ
ワ

鑿
辻

靴
〆弱

可

－
篭■ユ゛

ウ

タ
ラ
ノ
キ

（
タ
ラ
ン
ポ

エ
ン
ゴ
サ
ク

ギ
ョ
ウ
ジ
ヤ

エ
ゾ

（
ア
イ
ヌ
』
不
キ
ー

ツ フ 種
類

ニ
ン
ニ
ク

ク
シ

ス
ギ
ナ
）

ド キ

形
の
多
年
》
晃

根
は
乾
燥
し
、
熱
さ
ま
し
の
漢
刀
に
な
る
“

う
こ
ぎ
科

深
山
か
ら
近
郊
の
卿
山
ま
で
広
く
生
え
る
上

ケ
シ
科

ゆ
で
て
、
水
仁
さ
八
寸
合

林
、
低
い
川
に
僻
を
な
し
て
生
え
る
。

酢
も
の
…
、
で
た
も
の
を
し
ょ
う
ゆ
、
酢
に

青
紫
、
赤
紫
の
花
が
峡
く
。

ひ
た
す
笘

塊
茎
は
、
い
た
み
止
め
と
し
て
漢
方
で
利
用
酢
み
そ
あ
え
…
み
そ
、
砂
糖
、
酒
、
水
、
酢

営
肌
て
い
る
Ｐ

を
良
く
ま
ぜ
合
わ
せ
、
あ
え
る
。

し
」
ノ
、
茜
」
謝
形

草
地
、
畑
、
土
手
な
ど
の
い
た
る
所
に
化
奔
同

し
、
春
の
先
が
け
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

利
尿
薬
と
し
て
利
用
さ
れ
る
。

原
野
の
木
の
下
．
伽
斜
地
に
生
え
る
，

強
烈
な
異
の
索
は
、
ニ
ン
｜
｜
ク
、
ニ
ラ
と
同

じ
ア
リ
シ
ン
化
へ
、
物
て
捕
原
菌
に
対
し
殺
菌

力
か
あ
る
値

う
こ
喜
科

山
菜
の
王
者
の
一
つ
で
す
。
枝
の
先
端
に
出

る
芽
が
開
か
な
い
も
の
が
最
高

樹
皮
、
根
皮
は
糖
阯
病
の
薬
と
な
る
。

『イニ・｛ノ０，洲榴Ⅲ

眼
え
て
い
る
環
境
で
大
量
」
試
一
や
色
か
変
わ
る

か
、
道
内
②
野
生
プ
キ
は
、
す
べ
て
ア
キ
タ

プ
キ
，
花
の
咲
く
前
の
フ
キ
ノ
ト
ウ
を
乾
燥

き
せ
、
せ
き
止
め
に
利
用
さ
れ
る
。

ユＬ

ﾘ 

ﾄﾞﾉ’ 

特

匂
徴

す
。

酢
み
そ
、
ご
ま
み
そ
、
エ
ゴ
マ
あ
え
．

砦
く
、
新
鮮
で
柔
ら
か
い
も
の
は
、
生
の
ま

ま
刻
み
、
酢
水
に
さ
ら
し
て
使
う
。
ゆ
で
る

時
ば
皮
を
む
き
、
さ
っ
し
｜
叩
で
酢
水
に
遇
」
ら

て
ん
銀
ら
…
衣
を
全
休
に
つ
け
て
揚
げ
る
、

レ
モ
ン
汁
を
少
し
落
と
す
し
」
良
い
。

木
の
芽
あ
え
…
熱
扮
で
さ
っ
と
山
で
、
サ
ン

ン
ョ
ウ
の
芽
を
す
り
鉢
で
す
り
、
、
み
そ
、

ゆ
で
て
、
お
ひ
た
し
、
酢
み
そ
、
カ
ラ
シ
あ

え
、
し
よ
う
山
漬
け
、
甘
酢
づ
け
、
冷
凍
保

存
で
き
る
』

煮
び
た
‐
Ｌ
…
洗
っ
て
ハ
カ
マ
を
と
っ
て
か
ら

さ
っ
と
、
で
、
水
気
を
切
る
。
油
で
い
た
め

だ
し
Ⅶ
と
し
ょ
う
ゆ
、
み
り
ん
で
若
州
る
響

た
ま
ご
と
こ
…
煮
ぴ
た
し
め
で
き
上
り
ぎ
か

に
た
ま
ご
を
溶
い
て
流
し
入
れ
る

生
の
ま
・
三
、
天
ぷ
ら
、
杣
い
た
め
、
汁
の
実
、

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
、
ぎ
ょ
う
ざ
。

み
り
ん
岸
」
加
え
タ
ラ
の
芽
を
あ
・
ブ
へ
る
‐

ふ
く
め
煮
…
ゆ
で
て
、
ア
ク
を
抜
い
て
か
ら

た
っ
ぷ
り
の
だ
し
汁
て
煮
ふ
く
め
る
。

ふ
き
み
そ
…
フ
キ
ノ
ト
ウ
を
さ
っ
と
ゆ
で
て

細
か
く
き
ざ
ん
だ
あ
と
、
柚
で
い
た
め
、
み

そ
し
｜
み
り
ん
で
練
り
上
げ
る
。

食
べ
方

エゾ

エンゴサク ウド タラノキ（々ヱーフン》一い） ツクシ《スギナ） ギョウジャニンニク（アイヌネギ） フキ 種類

ケシ科

林、低い川に僻をなして・・こえる。青紫、赤紫里化が峡／Ｌ塊茎は、いたみ止めとして漢方で利川
営・加ているが う已讐』科川

深此から近郊の叫山まで広く生える大
形の多作他ｂ

根は乾燥し、熱さましの漢〃代なる。
うこぎ科

山菜の箸の》つです。枝の先端に出る芽が開かないものが最高樹皮、根皮は糖阯病の薬となる。
利し草と
尿、地〈
薬春、き
との);Ⅲ科
し先、
てが上
側叶手
用とな
ざしど
jiLての
る親い
･した

まる
れ所
てに
い』.=

る肯
[. 

ユリ艀Ⅱ

原野の水の下、傾斜地鯰生える。強烈な巣の索は、子三万、ニフと一回、‐“テリシン化合物で捕原菌に対‐）殺菌
，〃がある。 『垂・フ、淑洞

蛭えている環境で大きさや色が変わるが、道内の饗‐皇プキは、丁べてアキタブキリ液の咲く前のフキノトウを乾燥きせ、せき止めに私腕される。 特徴

ゆでて、水怖さらす。酢もの…ゆでたものをしょうゆ、酢に
ひたす⑬

酢みそあえ…みそ、砂糖、酒、水、酢を良く・まぜ合わせ、あえる。 若く、新鮮で采らか？Ｕのは、堂のまま刻み、酢水にさらして使う“勘でる時は皮斗」むき、蕊｛ろと山で酢水仁菖」あ
す。

酢みそ、再まみそ、エゴマあ、亀
みシ木して
}）＝のモん
人ウ芽ンぷ
をのあ汁ら
ljll芽えをｉ
えを；少衣
タす熟しを
ラｉノ職落全
の鉢でと休
芽で･さす１．‐
左ずつjBつ
あｌ）と良lナ
え、I'、いて
る；ヱiで・錫
ｃみ、ｉﾗ:！
そサ
、－

〆

テ

ロ 煮ぴたＬ…）瀧ってハカマ愛とってからさく》と、で、水気界一切る。油で．いためだし汁としょうゆ、みりんで煮る。たまごと昨〉…煮ぴたしのでき上りざかにたま房を溶いて流し入れる急 ‐生のま・三、天ぷら、杣いため、汁の実、ジンギスカン、ぎょうざ。ゆでて、おひた－）、酢みそ、カラシあえ、‐し隆一うゆ演削、甘酢づ吟、冷凍係
去怯で煮弓③輻』

ふくめ煮…ゆでて、アクを抜いてからたっぷりのだ」汁で煮ふくめる。ふきみそ…フキノトウをさっとゆでて細かくきざんだあと、瀧でいため、みそとみ恥・‘んで練り上げる。 食べ方
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「
草
地
土
壌
の
実
態

八
○
年
か
ら
始
ま
っ
た
土
壌
診

断
事
業
で
、
六
一
年
度
に
分
析
診

断
し
た
草
地
土
壌
の
実
態
は
表
ｌ

｜
の
と
お
り
で
す
（
中
標
津
分
）
。

土
づ
く
り
、
草
づ
く
り
の
推
進
を

平
均
値
を
基
準
値
と
比
較
す
る

と
巾
し
分
の
な
い
成
績
と
な
っ
て

い
る
が
、
デ
ー
タ
一
つ
づ
つ
を
比

べ
て
み
る
と
そ
の
バ
ラ
つ
き
が
大

き
く
、
基
準
値
よ
り
低
い
草
地
が

61年度土壌分析値の概況(継持草地）表－１

平均値』い催ＩｌＬＨｌｌｌｌ現1lilliW)多い分布

日.７７１５．５－６．５１５．６～6.6(45％）ＰＨ 

りん酸’４２１５～2５16-35(39％）

石灰11831140～《１２０１１０]-150(24％）

苦土２７２０～3０１６～25(35％】

加里’２１１１５～２５１１１～20(38％）
｢|｢標灘町農M1管内950点のJ|z私．

机
当
数
存
在
し
て
い
ま
す
．

「
、
植
生
の
違
い
に
よ
る
分
析
値
の
変
化

更
新
後
、
間
も
な
い
植
生
１
の
草
地
と
、
経
年
化
し

蕊
表－２植生による分析結果の比較

ｐＨ｜りん酸苦土加里

平均19.1mｇ平均28.0,91平均22.3,12平均6.03
殖

北
根
室
地
区
》

11～２０mgの6.0以上の 薙準値（20111～30mg⑧

11ﾖI合が多いmH）周辺に割合が多い割合か多い生

F塵、 集に|'してい
１ 

仁

雇
耒
故

平均21.5,91､|乙均14.8,19平均45.5mｇ平均５．５７
殖

永年化に伴 ６～20mgの６～15mg⑭５．１～６．０の

割合か多い割合か多いぃ表面蓄穂fi7ll会か多い

驫
臺
：

半

があり、分
４ 

析値が高し：

(採草地の比較】

ii1lIillIiliii1ijlilllliiliiilIill1Iiiil1il;:iii 
国
次
長
市
丸
弘
幸

斜
綱
中
部
普
及
所
よ
り
着
托

（
網
走
市
）

第
一
回
理
事
会

ｌ
 

（
一一

一
ｉ
」
：

Ｆ蕊

開
催
月
日
四
月
十
五
日

開
催
場
所
農
協
中
会
議
室

〈
議
案
〉

「
第
、
ｕ
通
常
総
会
提
出
議
案
の
審
議
に
つ
い

て
鯛

議
案
ご
と
に
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

｜
、
役
員
選
挙
に
伴
う
選
挙
管
理
需
等
⑪
指
名
に

つ
い
て
．

そ
れ
ぞ
れ
推
せ
ん
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

｜
｜
｜
、
労
災
保
険
事
務
処
理
規
程
の
改
正
に
つ
い
て
．

事
務
組
合
の
認
可
基
準
の
一
部
改
正
に
伴
岻

経
理
処
理
等
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

〈
協
議
事
項
〉

．
、
総
会
前
の
地
区
別
懇
談
会
の
開
催
に
つ
い
て
良

二
、
役
員
協
議
会
の
開
催
日
程
に
つ
い
て
。

｜
｜
「
パ
ル
ク
ク
ー
ラ
ー
の
更
新
に
つ
い
て
。

計
画
に
基
つ
き
推
進
す
る
。

川
乳
質
ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
改
正
に
つ
い
て
。

〈
報
告
事
項
〉

『
車
輌
の
リ
ー
ス
に
よ
る
入
替
に
つ
い
て
。

図
農
業
改
良
普
及
員
尾
本
武

雨
後
志
普
及
所
よ
り
着
任

（
黒
松
内
町
）

鰯
＝＝￣● 

■
■
 

平均値 』い催111㎡ ｒｉｌ現1lill今の多い分ｲiｊ

ＰｕＩ ５．７７ 5．５－６．５ 5.6～6.6(45％） 

})ん酸 4２ １５～２５ 16-35<39％） 

77灰 183 二４０～′120 101-ﾕ5()（ 

害ｆ:[二 2０－３０ 16～25(35％） 

刀Ⅱ里 2１ 15～２５ lエー20<38％）

}}｢標津町農M1管･可95ｑ'紅の△,凸必」

Ｐｒｌ |)ん酸 :#;二士 力i「里

植生１
ｴ,z均6.03

6.0以Ｌの

割合が多い

平均28.0ｍｇ

基準値〈２０

mg〉周辺に

集i::してい

ろ

npz塾j22.3,19

ユー3()nlgの

合が多い

平均19.Ｌｍｇ

ユム～20mgの

１１１台が多い

植生４
ppZ均ij､57

5.Ｌ～６．０の

fi711会が多い

|､Wｴ均45.5Ing

永ilﾆ化に伴

い表面蓄積

があり、分

析値が高い

平均21.5mｇ

６～20mgの

刺合が多い

．!|Ｚ均14.8,19

６～l5nlgの

割合が多b、
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た
植
生
４
の
草
地
の
分
柿
結
果
涛

比
較
す
る
と
表
’
二
の
と
お
り
、

そ
の
分
布
に
は
大
き
な
違
い
が
あ

り
ま
す
ｃ

草
地
は
経
牟
化
と
共
に
土
壌
条

件
が
変
化
し
、
植
生
も
変
化
し
て

き
ま
す
。
良
好
な
植
生
を
長
く
維

持
す
る
事
が
第
一
に
必
要
な
こ
と

で
す
。
更
に
植
生
に
合
っ
た
施
肥

・
を
心
が
け
て
、
草
地
の
生
産
性
、

生
産
効
率
を
高
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
利
用
す
る
草
地

の
実
態
を
把
握
し
、
土
壌
診
断
結

果
を
十
分
に
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

二
、
粗
飼
料
の
品
質
向
上

表
Ｉ
三
は
六
一
年
度
に
生
産
さ

れ
た
一
番
腋
乾
草
、
及
び
一
番
草

サ
ィ
レ
ー
ジ
の
分
析
成
績
で
す
。

柁
草
．
サ
イ
レ
ー
ジ
と
も
に
州

セ
ン
イ
は
卜
分
あ
る
か
、
Ｔ
Ｄ
Ｎ

か
極
端
に
低
く
、
粗
タ
ン
パ
ク
も

や
や
低
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
原
料
草
の
問
題
と
、

調
製
上
の
問
題
と
二
迫
り
か
考
え

ら
れ
ま
す
。

蔦
地
更
新
が
年
々
進
み
（
六
一

年
度
は
一
三
％
）
、
徐
々
に
原
料

草
の
品
質
は
向
上
し
て
い
る
と
は

い
え
、
ま
だ
ま
だ
改
善
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

調
製
上
の
問
題
も
、
粗
セ
ン
イ
が
高
く
、
粗
タ
ン
パ

ク
が
低
い
こ
と
か
ら
全
般
的
に
は
ま
だ
刈
取
時
期
、
調

製
Ｒ
数
等
、
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

酪
農
経
営
に
お
い
て
、
土
づ
く
り
、
草
づ
く
り
は
不

可
欠
の
要
素
で
あ
り
、
基
本
事
項
の
遵
守
で
そ
の
成
績

は
ま
だ
ま
だ
向
上
し
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
デ
ー
タ
の
活
用
を
期
待
し
ま
す
。

表－３６１年度粗飼料分析値の概況(１番草）

水分 洲タンパク ｉｎセンイ ＴＤＶ 

髄 gｔ 
Ｐ 

乾
蜂
早

サ
イ
レ
ー
ジ

平釣 1４２ ８－１ ３４．」 FiFil 

'￣ 

目|襟値 1５７ 1０６ 3２．０ ６１４ 

平均 ６６－Ｆ 1２．４ 3４－４ 5６．７ 

目標値 7１．６ １２－［ 3１．７ 6０．９ 

根flll掴;内・乾物

P ￣ 

口

年度品評会､共進会圏程決る昭和62年度

品評会$共進会日程表

５月31日第38回俣落畜牛品
評会

６月１日第20凶第二俣落誇
牛鮎評会

６月２日第35回開陽畜牛品
評会

６月４日第18回樹喬畜牛品
評会

６月６日第18回'１１標瀬畜牛
，品評会

〃第181ｕ武佐需牛品
評会

６月７日第18回当|ﾙﾋﾞ帯牛品
評会

６月１２日北海道チャンピオ
ンシヅフ・ショウ

６月19日第18回|[標津町農
協畜産牛共進会

８月７日昭Ｆ１162年恨事ホル
スタイン共進会

９月５．６日昭和62年北海
道ホルスタイ
ン類座金

6２ 

昭
和
人
十
一
一
年
度
の
、
酷
対
支

部
品
評
会
、
農
協
総
合
共
進
会
、

管
内
共
進
会
、
全
道
共
進
会
の
日

程
か
別
表
の
通
り
決
り
三
１
）
た

酪
吋
品
評
会
に
つ
い
て
は
、
１

月
一
日
か
ら
六
月
七
日
ま
で
の
問

に
酷
対
支
部
の
主
催
で
そ
れ
ぞ
れ

開
催
さ
れ
ま
す
。

第
十
八
回
中
標
津
町
農
協
共
進

会
は
六
月
十
九
日
、
南
中
の
共
進

会
場
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
が
、
農
業
祭
と
の
関
連
も

あ
り
、
今
年
は
一
日
で
終
了
予
定

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
共
進
会

の
附
帯
行
事
と
し
て
、
今
年
は
肉

牛
の
参
考
展
示
説
明
会
も
併
せ
て

開
催
致
し
ま
す
の
で
多
数
参
観

さ
れ
る
よ
う
希
望
致
し
ま
す
。

根
室
管
内
共
進
会
は
、
八
月
と

〆蹴

日
ホ
ル
協
の
審
査
員
で
開
催
さ

れ
ま
す
．
今
年
は
、
未
経
産
の
部

が
一
部
増
え
、
十
一
部
祷
成
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
出
品
資
格

は
農
協
共
進
会
で
上
位
五
頚
を
原

則
と
し
て
対
象
と
致
し
ま
す
か
、

特
に
出
品
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

農
協
共
進
会
に
申
し
込
み
を
し
て

い
れ
ば
可
能
で
す
。

全
道
共
進
会
は
、
九
月
五
Ｈ
１

六
日
に
早
来
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

審
査
員
は
外
人
の
予
定
で
す
。

出
品
資
格
の
能
力
基
準
は
昨
年
同

様
、
Ｆ
指
数
で
一
八
五
以
上
と
な

っ
て
お
り
、
未
経
産
の
最
後
の
部

は
妊
娠
汽
今
月
以
ｋ
と
い
う
新
し

い
出
品
資
格
が
付
け
加
え
ら
れ
ま

し
た
。

可

水分 粗タンパク 粗センイ ＴＤⅢ 

乾草
平

{I標値

１４．２ 

1５．７ １０ 

３４.上

為

2.0 

5５．１ 

6ユ．４

サイレージ
平均

［標値

6６．６ 

7▲.６ 

ﾕ２ 

1２．０ 

４－４ 

3１．７ 

5６ 

6０．９ 
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４月１５日弟子屈町観光文化センター三
●2チーム出場＝

ロッキーエイト１世(第２俣落）三
引かれてゴメンネ(俣落）＝t鰯鰯：Ｉ
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〆

］ 急
性
の
腰
痛
、
ギ
ッ
ク
リ
腰
は
、
中

腰
の
姿
勢
か
ら
急
に
腰
を
伸
ば
し
た
と

き
、
あ
る
い
は
膝
を
伸
ば
し
た
姿
勢
で
、

重
い
物
を
持
ち
上
げ
よ
う
と
し
た
と
き

に
起
こ
る
の
が
ふ
つ
う
で
す
。

こ
の
と
き
激
し
い
痛
み
を
感
じ
る
の

は
、
背
骨
を
文
え
て
い
る
す
じ
の
一
部

が
切
れ
た
り
、
引
き
伸
ば
さ
れ
た
り
、

腰
の
筋
肉
や
筋
膜
が
捻
挫
し
た
り
す
る

た
め
で
あ
る
。

原
因
は
、
姿
勢
の
悪
さ
、
肥
満
、
運

動
不
足
等
で
あ
る
。

予
防
法
は
、
腰
や
背
中
の
筋
肉
を
ふ

だ
ん
か
ら
鍛
え
て
お
く
こ
と
、
兀
し
い

姿
勢
を
保
つ
こ
と
な
ど
が
上
げ
ら
れ
る
。

近
頃
は
、
農
作
業
で
も
ト
ラ
ク
タ
ー

や
ト
ラ
ッ
ク
に
長
時
間
乗
る
事
か
多
い

の
で
腰
痛
や
ギ
ッ
ク
リ
腰
も
他
人
事
で

は
す
ま
さ
れ
ま
せ
ん
、
常
日
頃
か
ら
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

〆 ､ ィ
鎌
ｉ
ｆ
・
協
瑠

ギ
ッ
ク
リ
腰
の
話

ノミ

、 ’ 

ギックリ腰の話
］ 
iii(i１ 
割一；

／￣､ 

1－ノ
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澱
粉
巾
況
は
依
然
と
し
て
低
迷
を
続

け
て
お
り
、
産
地
倉
渡
し
で
三
、
四
七
五

円
～
二
七
五
○
円
、
東
京
倉
渡
し
て

は
二
、
七
七
ｈ
円
～
四
、
’
○
○
円
と
、

昨
年
よ
り
三
○
○
円
以
上
の
安
値
で
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
コ
ン
ス

タ
ー
チ
が
東
京
倉
渡
し
で
「
八
五
○

円
と
昨
年
同
期
よ
り
四
九
Ｏ
円
安
で
販

売
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
販
売
進
度
は
．
六
１
－
年

産
が
疵
○
・
｜
宅
で
、
六
十
年
同
期
で
は

六
二
・
九
％
で
、
昨
年
よ
り
一
一
一
・
八
％

下
廻
っ
て
い
る
現
状
で
す
。

共
計
澱
粉
情
報

6１年産6０年産

共計

参加袋数

共計

参加袋数
210,000袋 236,000袋

３月末･仮配

余1袋当り
3月末仮配

金1袋当り
249m 2051〔

累計仮配
令l袋当り

累計仮配

企1袋当り
1,5131.1 1,8971'］ 

11ⅡⅡⅡⅡ11ⅢlⅡ11ⅡⅡⅡlⅡIlllⅢ11ⅢⅡ11ⅡlⅢ111ⅡⅢⅡⅡⅢ11ⅢlⅢlⅡlⅡⅡⅡlⅡⅢIⅡⅡⅢⅡⅡIⅡⅡlⅡlⅡ|ⅡⅡⅡⅢlllⅢ11ⅡⅡⅡⅢⅡlⅡ]IⅡlⅡ11ⅢⅡlⅢ[lllⅢⅡlⅡlⅢ'11ⅡⅡlllI]IlllⅡIllllⅡⅡⅢⅡⅡIlllⅢIⅢmllllⅡⅡlⅢ 

（単位:千’

区分
最高 最低上場数 成立数 売買金額 平壇

ｈＨ別別
「Ｐ

244 

18 1m ｍＩ ｌＩｕ 

昭
和
六
十
二
年
四
月
分
の

根
室
生
産
連
家
畜
市
場
成
績

育成
（12ケＨ以下）

Jjl 

1,837 1１５ 4２ 1７ 1６ Ｐ■ 

P」

－
 

録
芽 ２３［ 2８６ 1６８ 9１ 1月 ４，Ｍ５ 

(12ケ月以上】

初妊牛 2５，８８４ 392 ５５Ｃ ２４Ｅ 鰯 雛「
売
り
易
く
、
買
い
易
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

毎
回
多
数
の
家
畜
が
出
場
し
て
い
ま
す
。

①
場
所
中
標
津
町
南
中

⑤
定
期
市
場
毎
週
水
曜
日

⑤
セ
リ
開
始
午
前
十
時

小 経産牛 １５［ 110 106 36.09： 34Ｃ 5２１ 
Ｉ
 

二
三
一
．
Ⅱ小 ２０F 6７．９５７ 33(】 55(！ 4２ 212坊

初生トク ｕｌ 5１ 4６ ３，５５２ 7７ ]３４ 

闇 １N.トク 3８ 3２ ５．８１２ １７F ３６Ｃ 詔

止勢
（12ケ月以|､.）

叉,４ 3７２ Bロ４F１ 4７ 】０１５２８

去勢肥育
（12ケ月以化）

Ｕ ［ ０ Ｃ ［ 9 

育成牛 １７F １５届 33.445 ２１６ 39F lＣ 

末経産Ilu育牛 § 7９７ 2６１１ 3７１ １５［ ７ 

成牛 牛 33(１ 9１，２７８ 277 ４３日 3７ ３月７ 「可

ｉ
 

｜エーーロ小 1４５，４１１ ２月７ 3９６ lＣ ６８Ｃ 6１４ 

総合計 2]３．３６８ 2６０ 55Ｃ lＣ 9０１ 82〔

lⅡⅡ11【lⅡⅢlⅡⅢⅡⅢⅡⅡⅡlⅡ【lⅡⅢlⅡ]111ⅡⅡ11ⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅢⅢllllⅢⅢlllⅡⅡl[lⅡlⅢⅡ､11」｣ⅡIⅡⅡIⅡⅡlllllⅢ11Ⅱl[ⅡⅡI[ⅡⅡⅡIlllⅡI[lIlⅢⅢⅡⅡⅢI[lⅡⅢlⅡⅢⅡⅡⅡⅡlⅡⅡⅡ11ⅢⅡⅢ11Ⅲ11ⅡⅡⅡⅢ11ⅢⅢⅡlⅢ

/デーへ

振夜て－うまのい乙もせiiliIl〈ズＬ部るて巾
らや欲,５，でし燗が噸つがと、らす－時間標飲
なつむですた屋米のぱな仲なれりとに充津ん
いてとす《|が答ま燐らく々か、が麦出しＨ１Ｉで・
方みウ゜ニアんす耐のてｉ錠しベラをるたかみ
がまマちれツで回で評マつく.ノス利ミゴーま
いすイなかト人ｌｊＬ１十ト１１イてつケの用ル｜付し
いかとみらいＴ‐Ｉｊかで,ルい味｜ししクダーた
て゛ぺかに期うノトこ｜・らすｒま覚シやて・千，W，か
すで、７１Kｉ侍llUをｌｉな［なす物もれい木［の、
ヨもたはざに｜股｜｜外たｌｌｏ語司たまエズ第ミ
ービめ良れ光定かにだ÷１１味Ｌ摩容す｜を－ル

｜Ｌくる'し|蝋ら｣I125UIさえIiijl階。葹識ムルに振一たぅ'ごｍｌ〈％Ｌ
は今つ付そし内酔のとくクの人状すし、

ミ
ル
ク
酒
誕
生

／
 

、

、

ノ

～ノ

6０年産 6１年産

共計

参ﾉ｣ﾛ袋数
210,000袋

計

参加袋数
236,000袋

3ｊｊ末仮配

金1袋当り
205iij 

３月末･仮配
余1袋当!）

249円

累計仮1K．
金ﾕ袋当'）

1,8971'］ 
累計仮配

金l袋当り
ﾕ,５１３９ 

随別別
区分

１２Jし;!『数 成立数 売買金額 平均 最高 最低

乳

ノlＺ

ニユペ

Ｉ」 成
（12ケ)j以]て）

〃

(12ケロュヒ）

初妊牛

経嘩牛

小訂.

1７ 

2１ 

7４ 

l』0

222 

二６

1８ 

6６ 

１０６ 

206 

１，８３７ 

舌､:ﾛ

４,其ｲ1５

２５鞍８８４

3６，０９１ 

6７，９５７ 

115 

H[〕

9２ 

4０ 

330 

244 

286 

550 

５２ユ

550 

4２ 

168 

249 

15(〕

4２ 

肉牛
初生トク

小1.’、ク

勢エ「

<二2ケ月以１，.）

去勢肥育
に2ケ｝Ｉ以I二）

育成牛

末経産肥育１１ユ

成止

小ｉ÷i‐

５１ 

3８ 

４８ 

1７ 

357 

６８０ 

4６ 

3３ 

4７ 

1５５ 

330 

614 

3,552 

５，８二２

]0,523 

3３，４４９ 

７９７ 

9１，２７８ 

145,4ﾕ１ 

１７(） 

224 

1６ 

266 

277 

3７ 

可３４

36(） 

373 

396 

371 

435 

３９６ 

■■■ 

八一

1０ 

]５０ 

3７ 

1０ 

総合計 ９０２ 820 2ﾕ３⑱３６８ 260 550 二0



農協だ昭和62年５月１０日 ｣： , [12］ 

中
標
津
乳
検
組
合
は
四
月
一
一
十
四
日
、
昭

和
六
十
二
年
度
通
常
総
会
を
開
き
、
六
十
一

年
度
事
業
報
告
、
六
十
二
年
度
事
業
計
画
な

ど
を
原
案
通
り
決
め
た
。

検
定
組
合
の
事
業
も
今
年
で
Ｉ
四
年
、
に

入
り
、
組
合
員
戸
数
一
六
二
戸
で
、
農
協
全

体
の
五
六
・
六
％
に
あ
た
り
年
間
検
定
成
績

（
六
十
一
、
｜
Ｈ
～
十
二
月
）
は
経
産
牛
一

頭
当
り
六
九
打
二
囎
、
年
度
事
業
は
大
幅

な
乳
価
の
引
き
下
げ
、
｜
段
と
厳
し
い
生
産

計
画
の
中
で
萱
よ
り
質
へ
と
転
換
を
図
り
高

品
質
の
生
乳
生
産
を
目
指
す
と
共
に
、
目
か

ら
の
経
営
を
守
る
種
雄
牛
は
目
か
ら
作
る
と

い
う
基
本
姿
勢
を
重
点
に
お
い
て
事
業
を
推

進
す
る
事
を
決
め
た
。

尚
、
個
乳
検
査
に
つ
い
て
は
六
十
二
年
度

よ
り
、
根
室
地
域
酪
農
技
術
セ
ン
タ
ー
構
想

に
の
っ
と
り
、
生
乳
検
査
協
会
へ
移
行
し
行

う
事
と
な
り
ま
し
た
が
、
体
制
が
整
い
し
だ

い
移
行
し
実
施
す
る
事
と
決
ま
っ
た
。

乳量水準別戸数分布
６１．１～１２ 

囲分 ５．５０（ ６ＤＯＣ ６，５００ 

～7.000 

７，ＯＯＯ 

－７５０Ｃ 

7.50018.00(’ ９，０００ 

以卜

6］年

地区平蛤M区平劉珊区平選計
－６ＤＯＣ ～６．５００ -8,0001～９．００Ｃ 地区分

一

当ＩMiL
Ｆｑ、

6’６４２ｈ円６．２１６ＭＩ 

７
５
５
４
２
７
’
４
皿

２
胆
－
４
７
７
’
６
６
４
４
 

６
８
３
’
８
’
４
７
３
｜
豹

iｆ 

中標津２

８
１
１
３
４
’
５
Ｗ
 

２
’
１
４
２
１
０
 

１
 

3２７，１０８６，５９１ 

蘭’陽２ 1６１６，９１５ｑ１７Ｃ 

俣落２ 2６１７，０５９ｑ６６７ 

俵橘 1６６，９９７６．３７４ 

武峠２ 2８6737６．７７１ 

第２俣落」 １２１7.081６．５７７ 

１
 

’
二
ｍ
□ Ⅲ 1１５５６，９３０６．４８」

昭和62年度出荷乳量実績表
（６２．４．１－６２．４．３０』

昭和61年中標津乳検､農家別年間1頭当りのベスト10位

lllri位氏名地区乳量(kg）乳脂肪率％無脂|とⅡ[f％頭数

lF1ii正原正第２侯9,442３．６４８．７０４０

２久保農一郎Ｉｌｌ標津8,71］３．６４８．７２５］

３上村康弘俣落8,652３．６２８，６１２２

４佐藤憲治武佐8,501３．３２８．１５１８

５人田直行侯蕗8,485３．５１８．６４３２

６陞瀬澗寿Ⅱ8,293３．５３８．５７３５

７熊谷正武佐８．２７０3.91８．６８２３

８松本正通侯蕗8,226３．６６８．７２５８

９佐伯稚視第２侯8,099３．５８８５６４８
１(）古沢鶚’'11蕊津８.(〕8９３．６７８．６９６１

60噸

４ 出荷乳量 前年比

ｕ
’
７
 

(％！ ６１年 ６２年

旧
〕
ｎ
巴
ｉ
Ｌ
【
ハ
〕
ロ
リ
テ
ロ
巨
皿

１
１
１
Ｊ
１
八
、
巴
ｎ
ｎ

ｆ
 

}2行 1642.7<I４ｐ２ Ｌ640.295.2 ９９－F 
４ 

lll面 1.70318019 1.660.6]４５ ９７．后

Ｆ 
下面 Ｌ743.537.2 1.727.759.2 ９９．」

'７゜、
月計 5.090.083.1N 5,028.668.Ｇ gＲＲ 

62年３月乳成分乳代単価ベスト１０位

|||同位脂肪率％ 無脂lZil形分率％乳代ｊｉｉｍｌｌＩ

弾正原正８．８７鈴木祥幹Ｉ()`1.5Ｅ１鈴木鐸ｉ幹５．５２

２１佐藤赦康４．９９小岩正 佐藤

前Ｍ［

人脚

五｜一蹴

日「

式ｍ

ｌｉＭ 

ヒケル

lll林

倣
秀
耐
一
御
一
三
次
利
忠

眼
降
夫
犬
芳
川
川
稗
眺

８
８
５
－
８
８
８
８
８
８
－
８
７
 

師
鮪
踊
一
引
引
別
別
釧
沌
刷
一
ね

100.0（ 

３前原秀陸４．６４五十風繩夫 96.07 

４大野冨夫４．５５７「リＭｆ多ＰＩＴ ＱＲ－Ｒ， 

５岡次郎４．５２篦＃（保男 9５３５ 

日下一好′坪１６１熊谷Ｉ［fｌ 

鯉
一
兜
一
兜
一
肥
蝸

鯛
一
副
一
幅
四
一
旧

７五十嵐輝人‘L'１１｜｜白田哩和

８遠藤正索４Ｂ５１１久我ＬＬノと
９武田三即４２９１松隅Ｍ１二

上ケノi』利春’４２６久保陛一rUI1， 

平期 ３－尺， RＲ－ｌＦ 

最低 ２９８ 7６．４７ 

iWlP烹分

区分 ５．５００ 

~･61000 

6,0 
～６ ｡0 

６，５００ 

～7.000 

7,000 

－７↑５００ 

７，５()0 

･-8100(〉

８，０００ 

～９゜０００

9,000 

以」２
計

6]平

地区ＪＩＬ均

6０釘宣

地:Z平均

当幌 1６ ６０６４２劇 6T２１６Ｍ 

;i：標津 3２ 7,1()８ 6才591

開陽 1６ ６．９１５ ６］７０ 

俣落 ７．０５９ ６↑６６７ 

俵橋 二６ 6.997 ６，３７４ 

武佐 2Ｓ 6.737 ６，７７ヌ

第２俣瀧 2ユ 7.081 ６，５７７ 

言 3４ ４４ 3９ 二5５ 6,930 ６，４８１ 

111荷乳量

げ年 年

前年比

(％） 

４凶
｣名句

'１『旬

下旬

1,6`1217il4p2 

1,703,80】

1,743,537. 

L64u295､２ 

1.660,614.5 

2,727,759.2 

9９．９ 

9７．５ 

99,と

目許 5,090,083.3 15,028,668.9 9８．８ 

i11頁位 脂肪率％ 無脂lZil形分率％ 乳代jij 価：:】

鈴木祥幹 ５．５８ 弾;L日原LＥ ８．８７ 鈴木 Ｉ群 I()`1．５５ 

佐藤赦康 '1．９９ 、潰正一一 8．８５ 朧 ［騏 100.(〕0

前原秀隆 ４．６４ f-l-iihL郷夫 ８．８５ Mｉ ラ｜職 96.07 

大騨富夫 ４．５５ ｆリＭｆ多Ｆ１！ ろ．８５ ]Ｕｉ旧 夫 9５．８２ 

｢祭１
次即lUpU」 ４．５２ U（｛ＩＩＬ男 ８．８』 ｉ-嵐抑ノと 9５－３５ 

１１下一Ｘｊ Ｌ[１６ 谷 ８．８： 、‐･列 9４．６９ 

]L十嵐輝人 Ｌ/Iヨ lIi塵和 8.8(） i【］ニミメ ９３．８ユ

遠藤ｊ｛幸 Ｌ３５ 我ＬＬノと 8．８０ 次& ９３．４５ 

武【２１二即 L,２９ 松ＷｌｌＭ１ｊ二 8.8〔） ケル列可 ９３，ユ９

上ケjij利春 ４．２６ 久ljiミ暁…iHll 8．７８ ’林忠ｋｌＩ ９３．』３

平均 ３．８２ 8．５４ ８８．上６

最低 ２．９８ 7．７９ 7６．４７ 



03）農協だより '1召和62年５月lＯＥ

４月分細菌･細胞検査成績

細菌 細胞 細薩 細胞
氏乞 氏字

上旬Ｉ|｣ｲ1Ｊ下ｉＪＪ－Ｌｍｌ「rIh」ｌトヤ｣］ 上もＩＩＰ旬 下旬 -k句中ｂｊ卜゛ｲ'］

佐藤忠男

住藤和男

新井範芙

片野博

ｊｆ ユＺ

塩田専椚

五｜`風繩夫

７Ｒ 

,Pろ 第二俣落地区

IＨＩＰ蝿籍

[l」イ又政紐

西村和之ＯＣ ／ＤＣ 

洲坦

係科

松岡

田代

ナトロ

安江

釧持

斉藤

山「。

峰松

沖

片岡

弾正原

国光

違藤

佐伯

米栖

IlI付

hll藤

祥
清
美
昭
一
二
男
昭
端
幸
謝
芙
忠
一
春
昭
行
祖
一
覧
身
繋

ど合 八Ａ コト

龍
弓ら

褒違和水

,僅賀詔－

，と賀正ｉｆｉ

膜永栄

今４ な’哨
一
》
Ⅲ
｜
芋
広
広
秀
一
一
正
直
一
雅
一
猜

卍 ヨラ

皇２
３９ 

片２

３９＿ 
俣落地区

岸、
原栄一

大水蝕夫
至
雫 ユ々娑尺

ノノハノノハ

村
村

州癖《跡螂澤一癖諦締杣｜糊辨
醗饒“｜“

沢
田
谷
山
禮
瀬

鋤繩｜州葬一部
部
島
崎

児
部
辺
出

沢
原
田
水
保

上
上

阿
仁
山

雛
瓦
渡
小
相
人
小
挟
斤
広
半
笠
武
後
久

企
松
一

制
服
一
文
晴
正
弘
躯
一
赤

司
寿
外
一
好
子
幸
一
夫
一
山
茂
瀞
弘
志
光
〃
通
雄
一
稔
蒜
蔵
講
一
男
一
一
実
孝
・
愈
秋
信
雄
付
一
雄
勉
寿
美
大
志
子
一
魂

LL二挫
誕
正

3号

弓９ と 占○ ９０ 旱 夕万

△
生 壁

64二 ｹJＦ 

Ｚ守りLPゴ イピ

坪
違’０ｂ 

ＲＩＴ 〈ZＲ ご'ぐ

萩原鶚七

塁幽擬．可こう

滝本広

滝ケ平義明

内山栄作

八木原明治郎

中浦健雄
前原秀ｌ賎

」弓

内山

八木原

中浦

前原

町１１１

房川

宮脇

富沢

溶E-1;『
武田

藤井

北村

杉本

田ＩＩｌｊ

佐藤

松本

奴野

IiH田

竹下

柳ｍ

ｆｆ木

育水

Kim 

エ２／／、

藤原信雄

遼藤照一

埋
坐
函雄
雌
照
精
夫
財
豊
郎
美

悦
一
服
男
次
雄
吉
郎
三
子

漣
秀
芳
喜
正
保
三
弘

匡
義
仙
幸
蝋
国
日
摘

章
回
ふ
好

守ム利
民
誠
幸

ｦ９ 
吋９

弓弓 辺
逗

Ｓと
ん。

〆已乙■
ミニ２〈二ＩＣ

万卜呈ヱニ

<Ａ２ 

遠讓与畏二

宮ｌＨ窯

霜
夛

錘
墾
望“ 

ＡＡ 利
淌
武
一
直
臓
政
一
清
和
一
風
淳
怠
明
栄

３９ ﾑコ

どＺＭＬ２

ヶ宍 弓６

弓９」.?

空
空 AＪＬ 

※30万以下は空欄。３１〃以上は実数。～は無限大です［

氏名
|}Ｉ菌

－１当ｲリ :::ｲリ iTiJJ 

細胞

ｌ壬句 ｢|T旬 |ｆ句
I淀詔

細菌

上ｲリ ':』旬 下旬

細胞

jz6］ ｢ｉ１ｔｌ］ :fｲｌＪ 

ＭＨ藤忠男 新井範芙 」？ 里孟一
佐藤和男 片野樽

塩圧専袷 ウ宍

Iii当風繩夫 {Pろ 第二 俣認 地［

ＩＨ；in蝿籍 ９０ 西村．和之． ／、○

Iljイ又政紀 芒． ijW趣祥 人,〈 。人 ﾆｦ９ 弓ら
安達Fli水 ４４ 保科滴 ｕ､６ な』
,臼賀詔一一 松岡１１ガ美 〉よ ブヨ
ILJ；賀ｉ'二論 P６ 二V二 11】代昭
篠氷栄 ﾅ|：ＨＩＩＩ－. ら.子 ぐど

安江孝男 ３７ 三９
俣 客 回［ 釧寄広昭

原栄一

大木敏夫 ノノハ

１コ。

｜＝ム

斉藤端

１１」「Ｙ広幸

娑牙 皇亙

'j、杯金司 雌松秀ｉｆｌ LL二
板橋松寿 ペユ ミヨ (【nｺ。－美

岩ラi：）ト

服部一一ｈｊ

弓９ 片岡一一」颪、Ｅ△わ

弾:::冒原｣Ｅ春

単Ⅲ（￣ ６０ ク汀 ２２ 

遠議初子 “と 囚光昭 ,ｆ／ み〃

述譲ＩＥ幸 4と２． 遮藤直ｆテ 7８ 
高儒文夫 佐伯雅祖 ムク
楼材晴ｌｈ 告?３ フュハ 角？ ｛と， 米栖寛
'２，山茂 i:Ｉ付捕身

１Ｋ村Ｈ１:：瀞 呉1９ ｈｌｌ藤蕊 ;Z庁 型,「
｡：原弘 萩原蝶七

[二村弘 J９ 星幽昇司

,x村亜光 滝本ｉ｣1Ｋ ４号

i占村ソ』 滝ケ平義明

松本：11号通 ノノハ 内；.’栄作

藤原（;言雄 八木原Ｉﾘ｣治郎 弓９
遠藤照. 中浦離雄 Ａ９ 
阿部蔵 孑八 前原秀臓 型,FⅢ
|凸ケ島利器 二j９ 弓弓 町１１１．>Ｈｆ照

【l」崎民蔵 計９ 房）;ｉ喜精 分９
藤！:！満 巧ら 筥朏正夫 部９

藤豈：誠． とヨ○ ムコ 弓ﾑユ 富沢保則 存７ 4-／ 
切符幸男

遼濃与畏二

谷村豊

武Ｈ１翼即

ｲ９ ‐６ ゴー

宮ｌＨ実 ぢう 卓升 藤プＩ昌弘美 (Ａ２ 

Iij；兇 ﾒ〃 郭。 ~３９ |ヒイ･ｊ－‐卜P■■ 
瓦部愈 Ａ人 女７ 杉本匡悦

渡辺利秋 :；ＩＨＩ義一一

';、出清（罰 佐藤）lIklllI

相沢武鯉 松率幸男

人【'’億ｉ－ｊ ３９ 奴野艦戦 ﾑコ
I｣、谷盛． lff1,！；画

秋ＬＩｌ政雄 竹下曰 ﾆヱ と二
斤禮勉 柳l;1論郎 ヶＲｌ 弓ら
広{顎講寿 行水喜二

半沢Fll美 青イミふざ『

笠原良夫 棚、好一. J､？ ユ０

武；I】涼志

後イミ瞳子 ｣ＷＬ 
久保栄典 ９， 
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胞検査成績
※30刀以１，は空ｲ'1111回３１ﾉj以'三は実数｡～は蝿|吸入です。

細菌\１１’ｌ淵 訓胞 lIilll砲
氏卓氏？

'二句’’1]旬Ｔｔｌｊ上旬１１Ｗｂ」下矼 ｣-iiJl11JtJlf#]』 上hjlIl1fulrtIj

ﾆユ加茂上毅

佐々木政行)gＹＬ７ｚ坐存

＝友盛行

“／Ｃｏ６ｏ，笥蹄新作
樋胎信弓ろ
古田起雄月しム

ーニユムらヲ本田萌
中村敏夫

ョ９真野勇

二‐Ｚ多田俊夫４ﾑケろか‘卓らら

小岩正一ヲ９婆s-コ９
ユユ伏見哲

’1１１１１弘

J)，弓９
武佐地Ｚ

丹珊淳一｜/えり１区２１ｕ》，ｌ

Ｐヲパテ:;z、丹羽’周一｜孑３

中
一
空
Ｔ
ｌ
圏
一
一
国
一
斉
斉
一
伊
千
材
一
山

要
一
平
勇
突
一
雄
一
美
ｉ
Ⅲ
行
一
隆
夫

半
沢
晃
兇
一
様
藤
一
藤
蛎
丼

Ｉ
Ⅱ
．
忘
門
一
二
一
爽
衛
小
皿
一
服

－
 

爪
Ｉ

爵と

弓９

9ヲ

山崎瞳

後藤ⅡＩ僧夫

斉須，Iザ志

今井垳ｉＩＩｉ

山田昭男●６

房Ⅱｌ刺瀞

丼上芳行

笠井剛

赤堀岩男

鈴木敏犬

開賜牧場

『~、

羽
羽
司
原
藤
橋
井
黒
譲
玉
Ⅱ
田

上
川
尻
条

岡
橋
塚
原

藤
藤
原
山
馬
塚
原
井
上

沼
谷
本
野

白
戸

一
艫

谷
井
丼

中
上
正
舟
酒
目
工
児
坂
白
井
川
長
花
中
奥

善
旦
杳
向
中
藤
林
佐
佐
消
揚
門
中
石
関
土
土
小
熊
山
真

一丁
佐

淳
一
侭
一
世
一
億
正
一
滴
清
一
雅
重
一
光
慶
一
精

一
式
一
由
一
秀
呂
秀
一
勝
一
文
一
散
一
一
贋
正
文
竜
一
信
一
時
一
俊
一
光
一
一
遜

曇
一
韮

孟

雄
一
保
儀
一
爾
志
一
隆
美
－
彦
弘
和
一
一
隆
寿
一
夫
一
拾
協
一
賀
一
信
夫
一
一
雄
｜
昭
一
広
一
稔
志
夫
雄
一
武
一
一
夫
情
一
派
文
一
軍
一
京

P片

左|器
（っＡ弓孑孑

俵橋地区

越
一
泉
山
下

本
木
本

水
子
野
林
藤
江
Ｕ
井
山
西
西
島
原
韓
山
木
下
江

波
乾
牝
伊
大

北
氷
水
山
腹
佐
野
大
岡
金

言
向
中
工
赤
沢
桜
丙
大
人
福
下
三
西
佐

論

腰
晴
一
洋
一
一
雄
．
｜
｜
治
・
・
俊
一
情
一
雄
雄
朗
一
功
郎
有
雌
雄
一
弘
一
備
夫
一
雄
一
健
郎
一
明
護
市
夫
一
蛍
夫
一
芳
彦

坐十

雅
一
信
一
富
孝
一
栄
正
正
一
一
英
昭
一
史
一
一
次
安
固
忠
隆
一
俊
一
義
一
一
英
一
昭
政
一
頁
一
一
邦

９‘ 

/迄、

仏←

ｦ９ 弓占

些
一
些
塗
一
三
一
塗

弓店型Ｚ

鰐上
[P9D 

÷i汁写Ｚ
延

冴／

〔ムＺ

Ｆ、

万卜籠
斗三Ａ９ 

” 

ＪＳｌヴ９ 弓９

/身、ｕ片９ム

坐
一
匹
聖
｜
雲

些
錘
“

竺
房 ユニクｌｆｌｚ：，÷必ｗｏｃ

Ｌｆ′３９１ 全
示

Ｊ月

活

３６ 

再９坐Ｚ

ＩＡｆｌＸ／３コ･９ 

ｉｆと二子ざ９

＆
ｎ
 

ｃ
７
ｌ
 

糺１１菌検査の結果表示について、従来まではランクで表示していましたが、実数で示す事にな')ました。
細菌数200万以上400万迄は5円、400万以上は50円のペナルテイか課せられます国

氏
＃Ｉ１ｌｌ淵

_'二句 .!;旬 ｉＦｔｌｊ 

Ｈｌｌ１魁

j2句 iiwh」 .ＦF膳ﾛ
ロ４Ⅱ」

氏
細’

1-ｲiJ |中旬

ＩＭＩ 

下ｲﾘ

$1１１砲

上hｊ :i6fU 】｢ｉｌｊ

;Ｐ卒要 _呈二 加 ｣1.：識

半沢ドリ平 佐々 政イブ 牙と ワＺ 坐与

劃兇一勢 行盛

国見実 ▲〃 /･◎ ６○ ,閏 新作

斉藤打雄 価 信一 ;戸1人

斉Ｉ藤一美 .[【ゴ 起雄 ｕ 

伊Ｉ ヲ９ ョfL】 ムヨ 衣 雨

干襲猫：！ 平子 中 敏夫

蒋井 「｡ ョ９ 真 弱

;２１時 極 些芭Ｚ 塾 俊夫 4右￣ 刀 ‘単 ろ６

後藤:]１ 天 小 T：･・ う９ 璽白一 弓９

斉須 ユユ． 伏 哲

今井 １１１ 弘

;.{Ｊ１Ⅱｆｌ男 ｊＵＣ L9y 弓９

房ｊｌｌ和祷 武佐 lh 
L型

-沖】二労イ「 丹羽 /２１つ Pヲ

笠井剛 4率 丹羽’厨一一 守３

赤堀岩男 中司哲雄

鈴木散大 人０ ユ人 上原徳係 ９Ａ 

開賜牧場 「廷 。弓 ~二藤正儀

舟７橘清高 孑孑 （つ 門弓

表 ｈＥ 酒井清志

名越催 坐臼 目黒雅脇 ノノ÷

乾雅晴 :I：藻重美

鮭洋 児箪光彦 ９Ａ 

伊東傭. 坂ｉ－Ｉ弘 /〃、

大ｌＩ１富雄 仏÷ 白；'］鹿和

１１１Ｆ孝一 ﾉノト 専ら 拝ｒ：鰭一・ ヲ９

北ｊ:１乗 Ⅱ；．.名陸 弓６

水本正．~２ ＬＬ十 ユＺ 長谷)l：霧

水本孟俊 ､『》？ 花尻武夫 [？，｡ み､？

山本精 中条１１拾 」９ Ａ 

懐 英雄 ヨム 奥！;l’脇

佐々 昭雄 f６ 萱岡秀賀 ご`Ｚ

野 史朗 万／ 高橋昌信

犬 功 中塚秀夫 Ａ９ 蛤く‐ ヨョ

岡 欠郎 藤原勝一． f７ /７， 

金 安有 ” 林文雄

高野国雄 佐藤敵Ⅱ日 JＳ ラ９ 弓９

中林忠雄 佐藤・‐広

瞳藤鈩］ 原

赤波江 9８ 湯；1１稔 JJj ／９， uと.

沢Ｕ俊大 とえ ﾛﾛ馬」｢；志

桜ラキ義雄

両：.：鯉
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,ｆノ
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４月分細菌・糸田
細菌 細菌 細胴紺１１１利
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幌地区莅崎多門冷○亡７

１十／林仁一部
局藤祐蔵
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長繩弘
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弓９
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橘
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佐
佐
佐
佐
佐
口
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土
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苔
桜
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丸
鈴
高
高
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照
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久
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政
幸
敏
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全
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韮
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塗
｜
亮
一
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〃
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津
五
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甥
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一
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夫
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夫
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巳
昭
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良
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６９ 

ハ
ノ
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 `／、
'屡弓
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桜井

佐々木 ﾅバ

皇
｜
壷

二
一
瘤

佐藤信義
－－厳噸司

ムコ

`/'葱勇
ＱＯＡ３ 下山幸－

長Ｍリドｉ義

、〆

質のよいミルクを 1ｓつのルールＩ

鋤手と乳房を清潔にする二と

つくるために ③搾乳装置を正しく選び正しく使う二と

●ミルクの適切な冷却と貯蔵

こjrljだけは

守りましょう。

③搾孚防ぐ終るたびに洗浄

●ライナーとミルクチューブの定期交換

」⑤ミルキングシステムの定期点検
、

氏
細菌

上旬：}'ｲｌＪ下ｉｌｊ

lⅡ砲

.]且ｈｊ中旬下ｲ]）
氏鎖

細菌

:2句 ;Ｉ｡句 下旬
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i2句 ｉｉ』句 ~下旬

当幌 肩崎多Ｐ１ｺ ムハ §７ 
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坂Ｌ

奥

万美Ｉ
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jⅢ：Lｌ弘

永谷雄幸

Ｊ人 グト
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鈴
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祥幹
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＿Lｆ 
ＬＩ 
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竹 Ｉ間 ﾆｨﾊ 今井照男 今点。
『＝

、､］ 学 升ラ 刃些 A六 ,<･必 岡部実
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大野常夫 ３３ ヤノか 口築政解

成務 ｊ６ ３６ 望側幸男 旦斤 ｚＺＤ 

編：ﾄキ守 武１日リフ 弓６
遠藤弘成 ÷.>’ 滴ｉ橋敏夫 ｺﾆﾏ 

熊倉彦弓ﾓデ

中搭 津地し 小林佐伎子 ヲ９

綏坂尚久 Ａ、 ＝ん 阿部ﾕﾆﾎ ９９ エZ， づづ

綏坂恭ＬＧ JＡ 佐藤互男

肯Ｉ:Ｉ微郎

滝塒襖一己 ニュー 開陽地 [工

え｜呆慶･郎 ＆ク ヱハ 土＃.･上昭男

久１１ｔ良夫 二Ａ :.：１１１繩男 弓L尖.ひ ／／／） 

｣F・城純一一 父，、 吾誕繩(Ｈ夫 Ｒナ

Ⅱβ・－ jrj 桜井静夫 づ９

桜ブ1二幸一 高慌１勝義

佐々木繁雄 5;Ｚ (？‘ ｆ／ 弓-《 中本Ｉ・モ

佐藤信義

可

と竺究 几；』’且夫

鈴木（l参

ムニヨ 汁／ ｕ６ 

３単

ユム
ヲ９

~TｆｉＩｌ索． ､ﾌﾞア 高橘一労 ９○ Ａ弓
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こ
の
絵
の
中
に
は
、
い
く
つ
間

違
い
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
間
違

い
を
見
つ
け
て
、
そ
の
数
を
ハ
ガ

キ
に
書
い
て
送
っ
て
下
さ
い
。

〔
応
募
規
定
〕

①
官
製
ハ
ガ
キ
に
答
え
を
書
い
て

送
っ
て
下
さ
い
．

②
あ
な
た
の
氏
名
・
住
所
・
年
令

存
）
書
い
て
下
さ
い
。

③
対
象
者
－
小
・
中
学
生

④
宛
先
Ｉ
中
標
津
町
東
七
条
南
二

丁
目
中
標
津
町
農
協
組
織
広

報
係

⑤
締
切
日
Ⅱ
五
月
二
十
日
ま
で

※
正
解
者
に
は
当
り
賞
、
応
募
さ

れ
、
残
念
だ
っ
た
方
に
は
参
加

賞
を
差
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、

賞
品
は
農
協
へ
受
け
取
り
に
来

て
下
さ
い
。

※
発
表
は
、
七
月
号
紙
面
で
い
た

し
ま
す
。

〔
三
月
号
の
当
選
者
〕

三
月
号
の
正
解
は
「
四
つ
一

（
下
の
図
の
○
印
）
で
し
た
。
応

鰊

募
者
数
七
名
で
正
解
者
は
川
名
で

し
た
。

正
解
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

俣
落
片
野
修
く
ん

”
片
野
文
ち
ゃ
ん

”
安
江
修
詩
く
ん

”
安
江
敏
郎
く
ん

<３月号の間違い個所〉

２ｐ第34回婦人部通常総会

３Ｒ第１同役員協議会

７日委員長会議
10ロ畑作部会総会
13日第１回酉銅一役貝会
１４日馬鈴しょ振興会役賞金

１５ｐ第］回理事会

16-20日決算監査

181-’第39回青年部通常総会

23Ｕ土壌診断説明会

241二’第l5uiIW;対通常総会
〃昭ｷﾞ'162年度孚碓組fiYim常総会

271二｜農協地区別懇談会

俵橋地区、武佐地区

ｌ+'標津地区、開陽地区

28日農協地区別懇談会

第２俣落地区、俣落地区

当幌地区
30日第２回役員協議会

ｒ、

表
紙
写
真
は
俣
落
地
区
共
栄
部
落
の

江
さ
ん
〈
三
一
）
で
す
。

寿
樹
君
を
頭
に
絃
治
君
と
、
哲
也
君

一
一
一
人
に
恵
ま
れ
毎
日
が
忙
し
い
日
々

い
ま
す
。

多
彩
で
何
事
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
旺

さ
ん
で
、
特
に
お
菜
し
作
り
は
大
好

。
「
還
元
バ
タ
ー
な
ん
か
ケ
ー
キ
や


